病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和3年9月15日(水)　　　　　　　　　　　司会・記録：木村　佐江子
	松村
	木村
	本川
	新山
	大久保
	苅田
	岩藤
	清川
	田口

	公休
	○
	明け
	公休
	明け
	準夜
	準夜
	介休
	○

	横町
	原子
	大谷地
	
	
	
	
	
	

	○
	○
	○
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞

・特になし
＜患者様連絡事項＞
・小山田　順様～サービス付き高齢者向け住宅「悠楽の里」へ退院となっています。

・若沢　広志様～西病棟Ｂユニットより転入となっています。

・松谷　さと子様～ピコスルファートNa内用液2本処方となっています。
・尾嵜　マリ子様～腰痛が改善しないためレントゲン検査希望あり、明日腰椎レントゲンの指示が出ています。スミルスチック1本処方となっています。

・小林　司様～こころすこやか財団のＧH「あおめ」の見学について10月5日（火）14：00～（平舘氏付き添い）。外出申請14：00～16：00で行っています。
＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～前傾姿勢、右側への傾き、動作緩慢さみられ、移動時は介助行っています。後頭部の腫脹軽度ありますが、意識レベルの低下はありません。食事はホールで全量摂取している。
・四戸　水晶様～午前のプログラムは不参加しています。11:40頭痛訴え、頭痛時）ロキソプロフェンＮａ(60)1T＋レバミピド（100）1T内服、表情の冴えなさみられていましたが午後には機嫌が良くなり、作業へ参加しています。
・坂本　福子様～話しかけの多さや不満の訴えはありません。眠気の訴えもなく、プログラム参加できています。
＜金Drケース検討＞
・井上　和美様～本日排便があった事を話している。診察時も口調落ち着いており、易怒性はない。臨時薬同内容で７日分処方となる。
・坂本　福子様～Ｈｂ値が低値であり、ふらつきを訴える。経過観察となり、ゆっくりと立ち上がるよう説明受けている。最近は眠気は良くなったと話す。坐骨神経痛を訴えるが、スミルスチックを塗布し様子観察となる。転入してきた若沢様の話をしている(新しい友達ができた、昼食一緒に食べた)が、トラブルとならないよう距離を保つにと担当医より説明している。臨時薬は内容変更なく７日分処方となっている。
・小笠原　文人様～車椅子にて入室する。昨日、転倒し頭部CTを実施したが検査結果は特に異常ないと本人へ伝えている。頭部の痛みはまだあるとの事。受け答えはできている。徐々に歩けるように介入していく。
・角濱　義弘様～最近の様子として、午後の作業に少しずつ出られるようになっているが、午前中は眠いため、薬を調整して欲しいと訴えるが、減薬すると以前のような不安感が強い状況となり病状が悪化すること、または八戸赤十字病院へ転院して電気痙攣療法をするか問われると、減薬はせず様子をみたいと話す。また免許更新の件については、自身で免許センターに電話をして延長できる書類を取り寄せるか、知人の付き添いで外出し更新するかはどちらでも良いとの事。臨時薬内容変更なく14日分処方となる。
＜転入患者様＞

若沢 広志 様　（59 歳）
男性
主治医；田名部Ｄｒ
入院年月日令和3年8月5日（2回目）任意
入院
主病名　　　　　双極性感情障害

精神症状
不安、不眠、気分変動、意欲低下、食欲不振

退院先：自宅（10/5目途に退院調整していくこと本人に説明しています）
ＡＤＬ：自立
売店利用あり（上限なし）

洗濯　　自己洗濯

備考
・コロナワクチン希望せず未摂取
・医事にて貴重品（セカンドバック、通帳、印鑑、財布）→病棟管理
・携帯・電子辞書あり→夜間預かり
・9/9～病棟カレンダー使用し服薬自己管理開始中(セットミスあり)
・キーパーソンの長男は積極的な関りは拒否し、緊急時のみ連絡可

・退院後は計画相談八甲荘に連絡する（退院後就労希望あり）
・ＩＦオーダー：不眠時）ブロチゾラム(0.25)1T

・臨時薬9/21(火)寝る前まで

・作業・SST導入すみ
